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2）偏心位の咬合状態
　偏心位での咬合接触は，右側運動時が上顎右側犬
歯と下顎右側犬歯左側運動時が上顎左側第一小臼
歯と下顎左側第一小臼歯に存在し，これらの歯が側
方滑走運動のガイドをつとめていた．偏心位におい
てその他の歯には咬合接触が存在せず，これまで良
好な顎機能が営まれていたことから，適正な歯のガ
イドと診断ができた．このガイドを保持しながら上
顎前歯部の補綴処置を行うことにした．
3）歯周組織の状態
多くの残存歯の動揺レベルは，0～1度であった
が，歯周ポケットは上顎で2～4mm，下顎では3
～6mmとなっていた（表1）．そのため，補綴装
置の装着は歯周治療と平行して行うことになった．
また，今回の補綴治療対象部位については，歯周ポ
ケットの深さがPD　2～4mmと支台歯の歯周治療
．が十分になされてあったため，すぐに補綴処置を開
始することとした．、
補綴装置の製作内容
1．補綴装置の咬合と設計
1）ブリッジの構造
　支台歯を上顎右側側切歯と上顎左側中切歯および
側切歯とし，欠損している上顎右側中切歯をポン
ティックとした陶材焼き付けのブリッジを製作する
こととした．偏心位での接触は，残存している天然
歯の右側上下顎犬歯と左側上下顎第一小臼歯で確立
して込たため，この歯のガイドを保存しつつ，ブリッ
ジの咬合を構成した．
2）ブリッジの咬合
（1）咬頭嵌合位
　残存する臼歯部での咬合で安定しており，補綴装
置による咬合接触は咬合紙が軽く引き抜ける程度と
した．
（2）偏心位
　偏心位での歯のガイド役となっている右側上下顎
犬歯と左側上下顎第一小臼歯のみで接触を保ち（図
1ab），ブリッジ支台歯部位では離開させることと
した．
2．印象採得について
　本症例では，精密な印象採得を行うにあたって，
アルジネート印象材（アルジエースZ：デンツプラ
イ三金）で採得した印象の模型上で製作した個歯ト
　　　　　　　　　図1　支台歯形成後の口腔内状態
a　右側方滑走運動時の状態．13が対合歯と接触して歯のガイドを保っている．
b　左側方滑走運動時の状態．24が対合歯と接触して歯のガイドを保っている．
、
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図2　採得した偏心位チェックバイトにより咬合器の調整を行い，作業模型に側方滑走運動時の状態が再現された．
a：右側方滑走運動時の状態．　b：左側方滑走運動時の状態．
レーと既製トレーを使用してシリコーン印象材（イ
ンプリント2：3M）にてロ腔内の精密印象を採得
した．
3．咬合採得について
1）咬頭嵌合位
　咬頭嵌合位での咬合状態は，残存している臼歯に
よって安定した位置が保たれていた．したがってロ
腔内でのチェックバイト採得は行わなかった．
2）偏心位
　偏心位では2種類の顎位を咬合採得用ビニールシ
リコーン印象材（エグザバイトn：ジーシー）にて
チェックバイト採得を行った．1つは右側滑走運動
時に歯のガイドの接触を保った状態（図2a）で，
もう1つは左側滑走運動時，同様に歯のガイドの接
触を保った状態（図2b）で，上下顎第一小臼歯の
滑走面上の咬頭同士が接触する手前の位置で採得し
た．
4．模型製作について
　作業模型の製作には超硬質石膏（ニューフジロッ
ク：ジーシー）を使用し，前歯補綴装置を製作する
支台歯と欠損部および残存歯部が取り外し可能とな
る分割復位式模型を製作した．
5．作業模型の咬合器装着
　作業模型および対合模型の咬合面を水平に，切歯
指導釘から上顎中切歯の切縁の正中までを約15mm
の位置で半調節性咬合器（ハノーH20）に装着した．
6．咬合器の調整
1）矢状穎路について
平均値の33°に設定した．
2）切歯指導板の調整
　ロ腔内で採得した偏心位のチェックバイトによ
図3　咬合器のインサイザルテーブル上に再現された
　　患者固有の切歯指導板．
り，左右側それぞれの咬合位を咬合器上で再現する
ために，即時重合レジン（オストロンn：ジーシー）
にて切歯指導板を製作し，口腔内と同じ経路をたど
るように，インサイザルテーブルを咬合平面と水平
に調整した．
3）切歯指導板の製作方法
　左右側における偏心位のインサイザルピンの移動
範囲内に，混和した即時重合レジン（オストロンH：
ジーシー）をインサイザルテーブルに乗せた．次い
で，餅状の固さの時にレジンがインサイザルテーブ～
ルから外れないように側方運動路上をタッピングさ
せながら，インサイザルピンの移動経路を連続した
凹みの圧痕をつけた．圧痕は，咬頭嵌合位と左右側
の偏心位とを結ぶライン上をタッピングによって記
したため凹凸があった．この部分を傾斜角度が変化
することなくインサイザルピンが滑らかに滑走する
ように，ハンドピースを使いカーバイトポイント等
で平坦に調整し，これを切歯指導板とした（図3）．
4）咬合器上での確認
　ロ腔内を撮影した写真を参考に，咬合器に装着し
た模型が左右側方運動時に歯のガイドが接触し，さ
らに切歯指導板と指導釘が接触していることを確認
した．これにより歯のガイドによって誘導された側
方滑走運動が咬合器上に再現されたことになる．
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　　　　　　　　　　　図4　製作されたブリッジの口腔内試適
a：右側方滑走運動時の状態．13が対合歯と接触して歯のガイドを保っているのが認められる．
b：左側方滑走運動時の状態24が対合歯と接触して歯のガイドを保っているのが認められる．
7．補綴装置の製作
　支台歯マージン部のトリミングを行い，ワックス
形成をした．舌側面の形成はオクルーザルテーブル
上に製作した側方運動路の切歯指導板にインサイザ
ルピンが滑走するように形成した後に，陶材焼き付
け鋳造冠のメタルフレーム（パーシャルベーク型）
の形にカットバックした．形成一したワックスパター
ンをリン酸塩系埋没（ベルベティー：松風）にて埋
没を行い，鋳造は陶材焼付用金属（KIKアトラス：
石福金属）を使用した．鋳造後，模型に適合するよ
うに内面調整を行った．適合を確認後，口腔内での
試適時に形態の確認ができるように，ホワイトワッ
クスにて陶材築盛部の歯冠形態を回復した．
8．補綴装置のロ腔内試適
　口腔内での試適の際（図4），前歯部補綴装置が
咬頭嵌合位と左右側偏心位への滑走運動路で干渉が
ないか咬合紙を使用して確認した．
9．陶材築盛
　試適終了後，カーバイトバーでメタルフレームの
陶材築盛面を調整した後に，ディギャッシングおよ
び陶材築盛（ヴィンテージ　ハロー：松風）を行っ
た．
　シェードは本症例の後に他の部位も補綴処置の予
定があるため，周囲の残存歯の色調に合わせるので
はなく，患者個人に似合った色相をC－3として陶
材を選択した．
10．咬合器上での偏心位の補綴装置調整法
　形態修正の際，唇面は審美的・解剖学的な形態を
付与した．舌側面は口腔内で採得した左右側の偏心
位チェックバイトを用い，インサイザルテーブル上
に製作した即時重合レジン製のプレート面にインサ
イザルピンを滑走させた運動範囲で形成した．
11．口腔内への装着
　口腔内の咬頭嵌合位において，ブリッジの舌面は
対合歯と軽く接触する咬合で，偏心位は残存歯のガ
イドが滑走接触する状態が保たれ，図4の様に再現
できた．～シェード・形態についても確認が済んだ後
に，補綴装置を合着した．・
考　　察
1．咬合器の調整について
1）矢状頼路の調整
　本症例では，咬合器への模型装着は咬合平面を水
平にして行った．今回使用した咬合器（ハノー
H20）の矢状穎路には，患者の固有値を使用せず，
咬合平面を水平に模型装着する場合の平均値である
33°に設定した．
2）切歯路の調整について
　ロ腔内にて採得した2種類の偏心位でのチェック
バイトの顎位を再現するために，咬合器に装着され
た模型にチェックバイトを付着した．次いで，それ
ぞれの顎位でインサイザルピンと切歯指導板が接触
し，さらに咬頭嵌合位から滑らかに滑走するように
調整をした（図3）．これにより，患者個人の切歯
路角が再現できた．
2．穎路と切歯路の位置関係による影響度
　咬合器の調整において前項に記したごとく，願路
は平均値を，切歯路はチェックバイトで得られた患
者の固有値を設定した．この理由は次に記すことに
由る．
　咬合器上の歯列模型で，穎路と切歯路からの位置
関係によって各部位への歯牙に及ぼす影響度は大き
36 明倫歯誌12（1）
く変化し，その程度は各部位の歯牙からの距離関係
による比率から算出できる（図5）．
図5　咬合器上の作業模型の位置関係，および穎路角
　　　と切歯路角の切歯点部への影響度について
咬合器の水平基準軸（X軸）に対して，切歯指導釘，
作業模型上顎切歯点，穎頭間軸からそれぞれ垂線を下
ろし，交点をA，B，　Cとする．
穎路角の切歯点部への影響度　　　　切歯路角の切歯点部への影響度
AB／AC＝　（7560）／75＝20　（％）　　BC／AC＝（75・15）／75＝80（％）
　前歯の場合では，願路と切歯路で位置的に近いの
は切歯路であり，その比率は切歯ピンから前歯まで
をAB，前歯から穎頭までをBC，切歯ピンから願
頭までの距離をACとしたとき，影響度は図5の算
式により出すことができる．この結果，前歯補綴装
置への影響度は，切歯路の方が穎路よりも4倍も大
きな影響を及ぼすことがわかる．
　この結果を具体的な角度で考えてみると，次の様
になる．穎路角を10°変化させた場合の前歯補綴装
置咬合面への影響は，10°×20％＝2°となる．
一方，切歯路を10°変化させた場合では，10°×
80％＝8°が切歯路上への変化として現れて来る．
　このような顎運動の幾何学的特徴から今回は前歯
部の補綴治療であるので，願路角は平均値として，
切歯路角は患者固有値を使用しブリッジの咬合をロ
腔内の歯のガイドに適合させるように，最小の労力
で最大の効果を上げるように計画した．
　この結果，模型上と口腔内とでは咬合接触は一致
し，前歯補綴装置に計画したとおりの歯のガイドが
再現できた．
　現在，ブリッジを装着後5ヶ月経過しているが，
支台歯の動様度や歯肉の状態には変化は見られず，
患者は顎機能に何の支障も訴えておらず，満足して
いる．
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